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申し込み受付中!
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和8年（１９３３）に梅田
〜心斎橋間で地下鉄御

堂筋線が開通し地下直結にな
ったことをお知らせするために
心斎橋大丸がつくった紙製お
もちゃ。もともとは大きな台紙
に印刷されており、各自切り取
って、芯棒を挿せば完成。鮮
やかな色彩が楽しげで、しっ
かりと淀屋橋駅まわりの様子
も描かれている。ミナミの店舗
だが、やっぱり絵にするなら中
之島が映えると思ったのだろ
うか。誌面では実際にくるくる
回る様子がお伝えできず残念。

 「
大
中
之
島
」へ

 

タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
。

昭

も昔も、水辺というロケーションはセールスポイントら
しい。渡辺橋のたもとにあったかき船の［かき伊］と、

肥後橋の南詰にあった精肉店の［川柳］。どちらも特徴的な
橋柱のモチーフを入れ、水辺の景観ごとアピール。店に来ると
きの目印にもなり、マップとしても使えて一石二鳥？　すでに
「水都」というフレーズも一般的に使われていたようだ。

今

水辺にあった
人気料理店の
チラシです

Advertisement

［川柳］のチラシ
現在より東に架かっていた肥後橋。
下の絵は木橋なので、明治末期の
ものか。奥の郵便局と朝日新聞ビ
ルは、店から見える景色？

心斎橋大丸　
地下鐵開通記念
メリーゴーラウンド

（1933年）
朝日ビルディングや大阪城、地下
鉄などが細かく書き込まれている。

ミナミの百貨店が
地下鉄開通記念に
作りました

イ
マ
ジ
ュ
リィ
で

［かき伊］のチラシ
牡蠣船は、かつては大阪の
名 物 だった 。昭 和 2 年

（1927）に新しくなった渡
辺橋の橋柱から、昭和初期
のチラシと考えられる。
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大
阪
の
近
代
化
が
急
速
に
進
ん
だ
、大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の「
大
大
阪
」時
代
。

大
衆
向
け
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、雑
誌
な
ど
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

盛
ん
に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
で
も
あ
る
。

そ
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
好
ま
れ
て
い
た
の
が
、美
し
い
中
之
島
の
景
観
だ
。

見
て
楽
し
い
、知
っ
て
面
白
い
モ
ダ
ン
な
世
界
へ
よ
う
こ
そ
。

取
材・文
／
江
口
由
夏 
山
國
恭
子（
本
誌
）　

協
力
／
橋
爪
節
也（
大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
教
授
）

 「
大
中
之
島
」へ

 

タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
。

たかも外国の街を撮影してきたかのような写真。それ
ぞれ大正末期と昭和初期に大阪市から発行された雑

誌の表紙だ。『大大阪』は大阪都市協会という団体が創刊し
た地域誌だが、後者は大阪市が発行する特別市制度を伝え
る教科書のようなもの。表紙の写真とあまり関係ないので
は？　市民の誇りを自覚させるためには、近代的な美しい街
並みを持つ中之島が起用される必要があったのか。

あ

は、外国人向けの雑誌に掲載された大阪の姿はどうだろう。
朝日新聞社が発行した雑誌にでかでかと紹介された写真

はどれも中之島。外国にも劣らない近代都市の景観がアピールポ
イントだったようだ。現在インバウンド人気を集めているキタやミナ
ミを紹介する観光ガイドとは、ちょっと違う。最近、観光局も中之島
にスポットライトを当ててきた。大大阪リバイバルともいえるか。

で

大阪市発行の
制度案内にも
中之島が登場

Magazine

『大大阪』（1925年）
大阪市に関する都市問題の調査研究の報告書
として、大阪市が発行。その創刊号だ。後に『大
阪人』と名を変えた。

『大阪市民と
特別市制』

（1932年）
昭和初期にも、府との
二重行政の解消のため
大阪市を「特別市」とし
て独立させようという動
きがあった。市民へ支持
を呼びかけるパンフレッ
トの表紙は中之島。

朝日新聞社
『PRESENT-DAY 
NIPPON』
昭和初期に発行。日本文化の紹
介や、海外向け企業広告を掲載。

朝日新聞社発行。
外国人向けの
大阪ガイドも
中之島だらけ
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Route Map

Illustration

『大阪叢
そう

書』
（1928年）
当時は、古い大阪の姿
を再評価する動きも。そ
んな郷土研究誌のひと
つだ。昭和初期の難波
橋に触れ、近代都市の
日常を描いている。

富田渓仙
「中ノ島公園」
（昭和初期）
院展同人（審査を経ず
に出品できる作家）だっ
た画家が描いた、こちら
も難波橋あたりの様子。

『京阪電車御案内』
（1913年）
皇太子の目に留まったほどの名
作。着物姿の女性も可愛らしい。

『朝日新聞鳥瞰図』
（昭和初期）
自社の紹介を兼ねて、屋上から飛行
機を飛ばして描いた中之島の鳥瞰図。

時の中之島を語るに外せないのが中之島公園だ。ベ
ルサイユ宮殿の庭園を模したようなシンメトリーのデザ

イン、園内に置かれた先進的なスポーツ施設や音楽ホールが
人を呼び、日常的にバスケットボールや鉄棒といった遊びが
行われていた。そんなワンシーンは、絵画や挿画の題材となる
ほど、画家たちを惹きつけていたようだ。

当

中之島公園での
スポーツが

絵画のモチーフに

り物の沿線情報のマップは、実用的でかつ見て楽しいイ
マジュリィ。当時活躍した鳥瞰図絵師・吉田初三郎のデ

ビュー作品といえる『京阪電車御案内』が当時の皇太子に賞
賛されたことで、鉄道会社を中心に路線案内図や鳥瞰図作り
が広まった。観光名所の紹介を合わせたもの、自社ビルを空
から紹介したものなどバリエーションも多彩。

乗
京阪電車の
沿線案内です

大阪遊覧バス
（昭和初期）
「青バス」こと、民営の
遊覧バスが登場し始め
た頃。大阪名所の絵ハ
ガキも販売した。

大阪市北区
未曽有ノ大火
米相場附近焼失

（1909年）
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Postcard

千葉かずのぶ
「滑稽漫画大阪見物」
（1937年頃）
朝日ビル上空の飛行機、中之島公
園の戦艦マストなど、細部に注目！

学生らしき「ぼん」と中年の「おっさん」が大阪弁で掛
け合いをしながら、観光艇「水都」に乗り込んだりして

モダンな中之島界隈を巡っていくという趣向。当時は日本全
国で各地の名所を描いた絵はがきが作られ、方言で場所に
ついて説明したり自慢したりする文章が添えられるものもあっ
たという。この漫画チックなシリーズでは、16枚のうち3枚の中
に中之島が描かれている。

小

方で「これがなぜ絵ハガキに？」と言いたくなるような、
中之島界隈の工事現場や被災地を写したものもある。

しかし考えてみれば、こんな時にわざわざ撮影するのは大変
なこと。絵ハガキといってもすべてがおみやげになるわけでは
なく、当時は報道写真の役割も果たしていたと考えられてい
る。中には、被災者が中之島公園に避難したところをとらえた
ものも…。

一

大阪名所
地下鉄工事

（1931年頃）

大阪水道断水により
桟橋迄水を汲む築港方面の人々

（1934年頃）

大阪市立木津川塵芥焼却場 
第三焼芥場全景

（1929年頃）

大阪市北区
未曽有ノ大火
米相場附近焼失

（1909年）

名所？ 迷所？
おみやげだけじゃない

絵ハガキ

大阪中之島公園

大阪堂島川

大阪モダン街
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Nakanoshima
Imagerie

　

ど
こ
か
モ
ダ
ン
な
香
り
の
す
る
絵
ハ
ガ
キ
や
広
告
、
挿

絵
や
ポ
ス
タ
ー
…
。
私
は
こ
れ
を
「
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ

（im
agerie

）」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
イ
メ

ー
ジ
図
像
と
い
う
意
味
で
、
大
学
や
美
術
館
の
研
究
者
と

い
っ
た
愛
好
家
が
集
ま
っ
て
研
究
す
る
学
会
も
あ
る
ほ
ど
。

大
衆
向
け
の
印
刷
物
が
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
対
象
で
す
が
、

逆
に
い
え
ば
、
美
術
館
に
あ
る
よ
う
な
1
点
も
の
の
絵
画

以
外
は
、
す
べ
て
が
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
。
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
や
マ
ッ
チ
箱
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
モ
チ
ー

フ
な
ど
視
覚
的
な
美
し
さ
を
楽
し
む
の
と
は
別
に
、
当
時

の
人
々
の
生
活
や
文
化
を
知
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な

り
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
月
刊
島
民
プ
レ
ス
が
入
っ
て
い
る
堂
島
ビ

ル
ヂ
ン
グ
は
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
の
竣
工
で
、
ホ
テ

ル
や
森
永
の
ス
タ
ン
ド
が
テ
ナ
ン
ト
だ
っ
た
こ
と
が
話
題

で
し
た
。
１
階
に
は
［
サ
ロ
ン
高
橋
］
と
い
う
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
、
当
時
の
メ
ニ
ュ
ー
本
体
も
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の

ひ
と
つ
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
名
に
「
桜
咲
く
国
の
カ
ク
テ
ル
」

と
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
宝
塚
歌
劇
団

と
並
ん
で
人
気

を
博
し
て
い
た

O
S
K
（
大
阪

松
竹
歌
劇
団
）
の

楽
曲
タ
イ
ト
ル
を
も
じ
っ
た
も
の
で
す
。

　

大
阪
市
中
央
公
会
堂
や
朝
日
会
館
が
あ
っ
た
中
之
島
で

は
、
よ
く
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
が
上
演
さ
れ
て
い
て
、
教

養
文
化
が
集
ま
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
の
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
も
興
行

ポ
ス
タ
ー
は
数
が
多
い
。
O
S
K
の
レ
ビ
ュ
ー
や
山
田
耕

筰
の
演
奏
会
な
ど
、
大
規
模
な
催
し
で
は
フ
ォ
ン
ト
や
デ

ザ
イ
ン
に
凝
っ
た
も
の
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
世
間
的

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
人
気
が
あ
る
も
の
は
、
イ
マ
ジ
ュ

リ
ィ
の
フ
レ
ー
ズ
に
も
取
り
入
れ
や
す
か
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
中
之
島
は
、
流
行
が
や
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、

流
行
が
生
ま
れ
や
す
い
土
壌
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　　

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
第
二
次
市
域
拡
張
を
行

っ
た
大
阪
市
の
人
口
は
、
東
京
を
超
え
、
世
界
第
６
位

と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
、「
大
大
阪
」
は
実
際
、
と
て

も
大
き
な
都
市
だ
っ
た
の
で
す
。

　

明
治
新
政
府
の
施
策
に
よ
り
経
済
が
落
ち
込
み
、

元
気
が
な
く
な
っ
た
大
阪
が
な
ぜ
急
成
長
し
た
の
か
。

大
阪
遷
都
を
提
案
し
て
幻
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
大
久
保

利
通
も
び
っ
く
り
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
大
正

12
年
（
１
９
２
３
）
に
発
生
し
た

関
東
大
震
災
の
被
災
者
が
、
い
っ

見
て
楽
し
む
だ
け
で
は
な
い
、

モ
ダ
ン
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
。

流
行
が
生
み
出
さ
れ
た
、

「
大
大
阪
」前
夜
。

はしづめ・せつや
1958年大阪市生まれ。大
阪大学総合学術博物館教
授・前館長。専門は近世近
代の美術史・文化史で、編
著書に『大大阪イメージ─
増殖するマンモス／モダン
都市の幻像─』（創元社）な
どがある。大阪の絵画だけで
なく、大衆的なイマジュリィの
マニアックなコレクターでもあ
り、「阪急古書のまち」には
定期的に顔を出すのだとか。

中
之
島
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
に
見
る

 「
グ
レ
ー
ト
大
阪
」。橋
爪
節
也

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館 

教
授

電気科学館の 
イベント告知チラシ
大阪市立科学館の前
身。プラネタリウム「カー
ル・ツァイスⅡ型」のシル
エットがクール。

「プレイガイド」
当時、朝日ビルに入って
いたプレイガイド社が作
成。公演情報が傘連判
状のように…。壁に貼る
ことができる仕様。
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Nakanoshima
Imagerie

せ
い
に
大
阪
へ
転
居
し
た
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
今
で
い
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
が
大
阪
を
拠
点
に
し
た
こ

と
で
、
新
た
な
流
行
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
も
名
前
が
出
た
堂
島
ビ
ル
ヂ
ン
グ
に
は
、
プ
ラ

ト
ン
社
と
い
う
出
版
社
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、

化
粧
品
会
社
で
あ
る
中
山
太
陽
堂
（
現
在
の
ク
ラ
ブ
コ
ス

メ
チ
ッ
ク
ス
）
が
、
女
性
向
け
の
文
芸
誌
を
創
刊
す
る
べ

く
設
立
し
た
も
の
で
し
た
。
小
山
内
薫
と
直
木
三
十
五
が

編
集
を
担
当
し
、大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
創
刊
の
『
女
性
』

に
続
き
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に
『
苦
楽
』
を
創
刊
。

女
性
が
好
み
そ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
表
紙
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
江
戸
川
乱
歩
や
泉
鏡
花
、
今

東
光
ら
が
執
筆
陣
に
名
を
連
ね
る

と
い
う
豪
華
さ
。
彼
ら
こ
そ
、
ま

さ
に
震
災
の
影
響
で
大
阪
に
拠
点

を
移
す
こ
と
に
し
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
で
し
た
。

　

劇
団
も
そ
う
で
す
が
、
大
大
阪
の
流
行
を
作
っ
た
の
は
、

女
性
た
ち
の
存
在
が
大
き
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
彼

女
た
ち
が
街
で
買
い
物
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
身
を
飾
る

化
粧
品
や
洋
服
に
目
を
向
け
始
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
資
本

家
を
顧
客
と
し
て
い
た
百
貨
店
は
日
用
品
を
扱
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
イ
マ
ジ
ュ
リ
イ
に
女
性
の
像
を
起
用
す
る

の
は
、
ち
ゃ
ん
と
狙
い
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
こ
で
、
外
国
向
け
に
作
ら
れ
た
誌
面
に
も
注
目
し
て

み
ま
す
。“
G
R
E
A
T
E
R 

O
S
A
K
A
”
と
い
う
英

語
表
記
に
、
違
和
感
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。
現
在
は
、「
大

大
阪
」
は
「
グ
レ
ー
ト
大
阪
」
と
い
う
呼
び
方
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
「
グ
レ
ー
タ
ー
大
阪
」。
な
ぜ

比
較
級
？

　

実
は
、
大
き
な
都
市
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
外
国
で
は

「
大
◯
◯
」
＝
「
グ
レ
ー
タ
ー
◯
◯
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般

的
だ
っ
た
の
で
す
。
た
と
え
ば
ロ
ン
ド
ン
も
、
中
心
部
と

そ
の
周
辺
都
市
を
含
め
た
区
域
は
「
大
ロ
ン
ド
ン
」「
グ

レ
ー
タ
ー
ロ
ン
ド
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

“
G
R
E
A
T
E
R 

O
S
A
K
A
”
は
面
積
的
に
大
き
な

都
市
で
あ
る
と
外
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
つ
の
間
に
か
“
G
R
E
A
T
E
R
”
は

“
G
R
E
A
T
”
に
変
わ
り
、「
グ
レ
ー
ト
大
阪
」
と
い
う

響
き
が
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
都
市
の

「
量
」
を
示
し
て
い
た
言
葉
が
、
都
市
の
「
質
」
を
表
す

よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
さ
し
ず
め
、“
G
R
E
A
T 

O
S
A
K
A
”
は
「
偉
大
な
大
阪
」
と
い
っ
た
意
味
合
い

で
し
ょ
う
。
大
阪
の
人
々
の
心
象
に
も
深
く
作
用
し
、
絵

ハ
ガ
キ
や
広
告
、
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
で
も
広
く
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

モ
チ
ー
フ
だ
け
で
な
く
フ
レ
ー
ズ
に
も
注
目
す

る
と
、
時
代
の
流
行
が
読
み
取
れ
て
面
白
い
と

思
い
ま
す
よ
。
東
京
や
京
都
で
も
イ
マ
ジ
ュ
リ

ィ
は
多
く
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
モ
ダ
ン
な

中
之
島
の
景
観
と
人
々
の
熱
意
が
大
阪
独
自

の
文
化
を
築
い
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

　

大
大
阪
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
身
に
引
き
受
け

て
い
た
中
之
島
。
し
か
し
、
昭
和
６
年
（
１

９
３
１
）
に
、
昭
和
の
天
守
閣
復
興
が
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
、
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
の
座
は
、
徐
々
に

中
之
島
か
ら
大
阪
城
へ
譲
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
当
時
の
軍
事
情
勢
も
絡
み
、
や
が
て
は
関
東
大
震

災
の
復
興
が
進
ん
だ
「
大
東
京
」
に
逆
転
さ
れ
る
展
開
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
今
回
は
ひ
と
ま
ず
こ
の
辺
で
。

イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
が

「
大
大
阪
」イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
た
？

ミズノの
歳末セール告知
淀屋橋にある、ご存じス
ポーツ用品メーカー。当
時の表記は「美津濃」。

新大阪ホテルの
パンフレット
中之島3丁目に開業し
た、リーガロイヤルホテ
ルの前身。ベネチアンゴ
シック式の豪奢な外観
だった。

森永の
キャンペーンチラシ
堂島ビルヂングにココア
やアイスが食べられるス
タンドがあった。

尚美堂の 
商品カタログ
明治33年（1900）に淀
屋橋南詰で創業。エジプ
ト風のあしらいが特徴的
な表紙は、エジプト式の
デザインが話題だった朝
日会館の影響だろうか。
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示
が
あ
れ
ば
、
特
に
利
用
申
請
も
必
要
な
く
、

ど
な
た
で
も
自
由
に
活
用
で
き
る
ん
で
す
」

と
大
阪
コ
ー
ナ
ー
担
当
の
金
澤
愛
弥
子
さ
ん
。

明
示
す
れ
ば
商
用
や
改
変
も
O
K
だ
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
公
的
な
資
料
デ
ー
タ
を

一
般
市
民
と
共
有
し
て
地
域
活
性
に
つ
な
げ

た
い
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
だ
が
、
ア
ク
セ

ス
が
急
増
し
た
の
は
や
は
り
市
内
各
所
を
描

い
た
錦
絵
や
絵
ハ
ガ
キ
と
い
っ
た
見
ご
た
え

の
あ
る
画
像
だ
と
い
う
。

　

中
央
図
書
館
の
司
書
自
らTw

itter

で
加

工
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
り
、

館
内
で
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ

ば
で
き
る
簡
単
な
画
像
加
工

講
座
を
開
く
な
ど
、
普
及
へ

の
意
欲
は
十
分
。
悩
み
は
、

「
利
用
申
請
が
不
要
な
の
で
、

ど
こ
で
活
用
さ
れ
て
い
る
か

把
握
で
き
ず
に
寂
し
い
」
こ
と
。
島
民
諸
君

の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
図
書
館
が
所
蔵
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
一
般
公
開
す
る
の
は
珍
し
く
な
い
。
大

阪
市
立
図
書
館
で
も
w
e
b
上
で
資
料
が
閲

覧
で
き
、
２
０
０
１
年
に
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な

テ
ー
マ
展
示
「
W
e
b
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
も
ス

タ
ー
ト
。
館
内
で
見
る
“
本
物
”
に
は
及
ば

な
く
て
も
、
画
像
解
像
度
の
向
上
や
資
料
の

検
索
し
や
す
さ
、
何
よ
り
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
約
2
8
0
0
0
点
か
ら
よ
り
ど
り
み
ど

り
と
い
う
の
が
嬉
し
く
、
か
く
言
う
本
誌
も

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
大
阪
市
立
図
書
館

で
は
、
2
0
1
7
年
に
公
共

図
書
館
初
の
試
み
と
し
て
、

著
作
権
が
切
れ
た
資
料
を

「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
に
し

て
し
ま
っ
た
。「
デ
ジ
タ
ル

資
料
に
『
自
由
に
使
用
し
て

大
丈
夫
』
と
い
う
C
C
-
B
Y
（
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
）
の
表

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
の

 「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」で

 

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
。

誰
で
も
、ど
こ
か
ら
で
も
、気
軽
に
大
阪
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
を
閲
覧
で
き
る
場
所
が
あ
る
。

大
阪
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
。

そ
の
本
館
に
あ
た
る
中
央
図
書
館
を
中
心
に
、面
白
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

取
材・文
／
江
口
由
夏（
本
誌
）　

資
料
提
供
／
大
阪
市
立
中
央
図
書
館　

中央公会堂100周年のロゴも。

http://osaka-chuokokaido.jp/
news/2017/09/27/_100.html

「市販のマグネットの上に、印刷した絵を貼れば完
成です！」。今年は戌年らしく、犬の絵が可愛い「引
札」（昔のチラシ広告）も活躍する予感。

「『浪華名所獨案内』を印刷してパネルに貼り、適当な形に
カットすれば…」。ピースに入っている地名がヒントに。

大阪ガスが季刊発行している
「今昔タイムズ」は、デザインを
工夫し、楽しげな雰囲気に。

大阪市交通局が駅で配布する
「大阪港ものがたり」。昨年は
ポストカードがもらえるラリーも。

　「自由に使える」といえば、今年１００周年を迎える大阪市
中央公会堂の記念ロゴを忘れてはいけない。色褪せない美
しい姿は、今も昔も中之島のモチーフにふさわしい。昨年11
月から２週間限定で近畿宝くじが公会堂柄になっていたの
だが、これぞまさに現代のイマジュリィだろうか。記念ロゴの
データは、中央公会堂のホームページからダウンロード可能。

申請も不要なので、これを使って
１００周年を盛り上げよう。

スケジュール帳&マグネット

パズル

before

before
before

※詳しいデータの利用方法や規定については下記を参考にしてください。
大阪市立図書館デジタルアーカイブ http://image.oml.city.osaka.lg.jp/archive/ 8



これはなんの広告でしょう？

1.大阪三越
オシャレなモダンガールが、当時
の女性の購買意欲を煽る。

2.大阪バス
昭和11年発行。バスガイドの制
服にも注目が集まっていた。

A.舊澁谷眼鏡店
9寸以上離さなければ見えない人
は、眼鏡の度が合っていない。

B.中央電話局
まだ電話が普及していなかった昭
和初期の、取扱説明のようなもの。

3.『大大阪』
出版・印刷業が発展したこの時
代、表紙の女性登場率は高い。

4.金田英雄寫眞場
乙女の写真写りを意識したのか、
スポンサーは化粧品メーカー。

C.かぎや五兵衛
煙草・酒・保険の店。伏見宮貞愛
親王らのお墨付きをアピール。

4321

ヒントは
大大阪

時代の

在阪企
業やお

店です

A

B

C

 〈答え〉

この天守閣が
目に入らぬか！？ 使い方を

覚えてね

チラシの文字に
ご注目

素敵なお洋服
だらけで迷うわ

旅のおともは
私に決まりよ

ハイカラさんが
通ります

お肌の調子は
ばっちりね
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ナカノシマ大学の最新情報は 

https://nakanoshima-daigaku.net/

髙島幸次『上方落語史観』（1,500円・140Ｂ）

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

　上方落語は笑わせてナンボ。それだけに、落語家さんが話すのも
笑い優先のフィクションばかり…と思いきや、実は古典ネタには創
作された江戸後期～明治初期の歴史的背景や社会風俗が色濃く反
映されている。いわば落語は歴史の“教科書”なのだ。
　そこに注目したのが、大阪の歴史研究の第一人者であり、天神寄
席でもおなじみの髙島幸次先生。最新刊のタイトルは、その名もず
ばり『上方落語史観』。上方落語のネタをヒントに大阪の歴史を読
み解きながら、落語をより深く楽しむための入門書にもなっている。
　今回はその本の内容をまさにライブでお届けしよう。本に登場す
るネタを大人気の笑福亭たまさんと露の瑞さんが実演。後半のトー
クでは、髙島先生とたまさんが、落語のネタの歴史的な解説や、時
代によって移り変わる落語の面白さについて語り合う。笑っている
うちに、いつの間にか日本史の勉強にもなる、面白くためになる落
語会です！

上方落語のネタから歴史を読み解く話題の新刊。
本に登場するネタと解説をライブで再現！

◎笑福亭たまが語るネタの聴きどころ

髙島幸次×笑福亭たま
 「常に変わりゆく、落語という芸能の難しさと面白さ」

本がセットになった
豪華な落語会です！

日時／2018年3月17日（土）
　　　2:00PM～4:00PM頃（開場1:00PM～）
　　　※開場時間より前には建物内に入れません
会場／大阪倶楽部 
受講料／3,000円（『上方落語史観』+特製千社札シール付き）
※購入済みの場合、本持参で2,500円でご入場いただけます
定員／150名
主催／ナカノシマ大学事務局

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
「ナカノシマ大学3月講座」受付係　FAX.06-6484-9678

※先着順で受付後、2月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「ライブ! 上方落語史観」

ケータイや
スマホからは
こちら！→

◎今月の授業

 【落語と日本史】

お問い合わせ
☎06-6484-9677

（ナカノシマ大学事務局） 

2018年3月講座   

 「ライブ！ 上方落語史観」
落語／笑福亭たま　露の瑞　

トーク／髙島幸次（大阪天満宮文化研究所・大阪大学招聘教授）　

 「野崎詣り」
笑ってるうちに
学べる落語会

上方落語の功労者を祀る
大阪天満宮内の
髙坐招魂社にて

大ヒット&満席札止め祈願!
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髙島　本を読んでくださって、正直なとこ
ろ、いかがでしたか？
たま　面白かったです。それと同時に、の
ちの時代の人たちにとっての資料になるん
ちゃうかと思いましたね。
髙島　なるほど。落語は古典と呼ばれるネ
タであっても、時代ごとにお客さんに合わ
せて常に変わっていきますからね。
たま　例えば、本の中で〈野崎詣り〉に出
てくる「深草少将」のギャグについて書か
れていますよね。このギャグは先代の桂春
團治師匠がご存命だった頃は、全員が言
うてたんですが、だんだん伝わりづらくなっ
てきて、今ちょうど改変するかどうかの時
期に差しかかっているんです。
髙島　ただ、わからないことがあっても幾
層にも笑いが仕込まれていて楽しめるの
が、上方落語の懐の深さだと書きました。
たま　そうだと思います。それで、実は僕
はそのギャグは抜いてるんですよ。ところ
が、そうやって削除した台本すら、また伝

になりますね。
たま　僕がやっていた柔道で言えば、白
帯の時には三段と四段の違いがわからな
いんです。ただ、初段になると二段と三段
の違いがわかる。二段になると、四段と五
段の違いはわかるけど、六段と七段はわか
らないかもしれない。自分のレベルが上が
ると、その道の奥深さがわかるようになる
芸能もありますが、落語は違うんです。そ
れはお客さんが判断するから。
髙島　そうか、落語は聞き手の好みによる
ところが大きいですもんね。いくら噺家が
「どや、すごいやろ」と言っても、お客さん
が「アカン」と言えばそこまで。 （続く）

わらない時代が来る。そしてまた改変する。
そんな風に何層にも積み重なっているうち
の、2017年時点の状況が書かれていて、
ちょうどいいタイミングの本だなと思いま
した。
髙島　確かに後世にとってはいい資料か
もしれません。でも、これは落語の宿命で、
明治維新の直後もきっと同じことが言わ
れているはずですよね。鉄道が走るように
なって、「駕籠かき」という職業がなくなっ
たら、〈住吉駕籠〉はどうするねん、とか。
古典落語だけでなく、長い歴史のある芸
能は絶えずそういう波に晒されていること

　寄席でもおなじみのネタ。もとは落語の祖とさ
れる安楽庵策伝の『醒睡抄』に記された小話で、
それを膨らませて現在のような演じられ方になり
ました。落語という芸能の原形のようなネタです
ね。軽い噺ですが、実は歴史は古いんです。

◎笑福亭たまが語るネタの聴きどころ

髙島幸次×笑福亭たま
 「常に変わりゆく、落語という芸能の難しさと面白さ」

 「平
た い ら ば や し

林」

露
つ ゆ み ず ほ

の瑞
2013年、露の都に入門。京都
女子大学卒。明るくて陽気な
落語で人気上昇中。誰にでも
好かれる愛されキャラは、年配
落語ファンからも注目されつつ
ある。

　宿屋でゆっくり眠りたい侍の隣の部屋で、伊
勢参り帰りの陽気な3人がドンチャン騒ぎ。侍は
もちろん怒り心頭で、後半にかけてはサスペンス
のような雰囲気も出てきます。でも、オチまで聴く
とコメディになるという不思議な噺です。

　野崎観音（慈眼寺）に参拝しようとする喜六と
清八による珍道中。船で向かうことにした二人は、
「野崎詣り」の名物である口喧嘩に加わろうとし
ますが、その言い回しが楽しいところですね。三
味線のお囃子も入って、上方らしいにぎやかなネ
タです。

 「野崎詣り」

 「宿
や ど や が た き

屋仇」

笑福亭たま
1998年、笑福亭福笑に入門。
師匠譲りの爆笑落語で大人気。
毎月、古典・新作・ショート落語
を発表する「月刊笑福亭たま」
を開催するなど、圧倒的な熱量
で新境地の開拓を続けている。

『上方落語史観』
発売記念
特別対談! 

露の瑞「平林」笑福亭たま「野崎詣り」笑福亭たま「宿屋仇」（中入り）
髙島幸次×笑福亭たま「上方落語史観のススメ」

落語

トーク

番
組
表

◎対談の全文は「みんなのミシマガジン」で。
『上方落語史観』はミシマ社のウェブマガジン「みんな
のミシマガジン」での連載が元になったものです。出
版を記念した特設ページ（1月22日・23日更新分）で
は、高島先生と笑福亭たまさんの対談に加え、作家
の久坂部羊さんも登場する後編も含めて、全文が読
めます。ぜひご覧ください！
http://www.mishimaga.com/special02/140.html
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
2
月
25
日（
日
）

開
演
時
間
／
6・00 

PM
〜（
開
場
5・30 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・15 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・15 

PM
〜
）、

繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

落
語
／
桂
佐
ん
吉「
盗
人
の
仲
裁
」

　
　
　
露
の
紫「
厩
火
事
」

　
　
　
春
野
恵
子（
浪
曲
）「
平
成
女
事
情
」

　
　
　
姉
様
キ
ン
グ
ス「
音
曲
漫
才
」

　
　
　
露
の
都「
星
野
屋
」

鼎
談
／「
男
女
協
働
を
語
る
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
工
藤
眞
由
美（
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

二
月
席
の
ご
案
内

◉
お
題【
男
女
協
働
】

 「
活
き
活
き
と
暮
ら
す
」

　

今
月
は
、
天
神
寄
席
始
ま
っ
て
以
来
の
一
風
変

わ
っ
た
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
！　

上
方
芸
能
を
代
表
す

る
パ
ワ
フ
ル
な
女
性
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
え
そ

う
だ
。
落
語
あ
り
、
浪
曲
あ
り
、
音
曲
漫
才
あ
り
、

多
彩
な
芸
を
楽
し
め
る
の
も
な
ん
だ
か
お
得
。
鼎

談
の
ゲ
ス
ト
に
は
、
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長
の

工
藤
眞
由
美
さ
ん
が
登
場
。
男
女
協
働
推
進
・
社

学
連
携
を
担
当
す
る
工
藤
さ
ん
に
、
落
語
の
世
界

で
の
男
女
協
働
に
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
！

イラスト／フジワラトモコ

女性落語家を牽引して
きた露の都さんが男女
の騙し合いを演じる

「星野屋」。

桂あやめさんと林家染
雀さんがコンビを組む
姉様キングスは「音曲
漫才」を披露。

申
込
受
付
中

大阪大学理事・副学長
の工藤眞由美さん。産
官学で「男女協働」を
推進する。

髙　

吉
森
保
先
生
の
専
門
分

野
で
あ
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

（
自
食
作
用
）に
ち
な
ん
だ
落

語
な
ん
て
な
い
で
す
か
ら
、

「
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
」と
い
う
特

集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
が
…
。

吉　

ど
れ
も
と
て
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
が
、
は
っ
き

り
言
っ
て
ま
っ
た
く
関
係
あ

り
ま
せ
ん
ね
。「
蛇じ
ゃ
が
ん
そ
う

含
草
」

は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
オ
ー
ト

フ
ァ
ジ
ー
と
似
て
い
ま
す
。

あ
れ
は
人
が
餅
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
け
ど
、
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
の
場
合
は
身
体
の
細
胞

が
毎
日
自
分
を
食
べ
て
、
そ

の
分
新
し
く
な
る
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
の
身
体
は
、
か
な

り
小
さ
な
30
兆
個
の
細
胞
で

で
き
て
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ

が
毎
日
自
分
を
少
し
ず
つ
食

べ
て
い
る
ん
で
す
。
食
べ
て
、

消
化
し
て
、
ま
た
材
料
に
な

る
ん
で
す
。

春　

ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
輪
廻

み
た
い
な
も
ん
や
ね
。

吉　

人
間
だ
っ
た
ら
、
部
屋

に
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
て
も
死
に

ま
せ
ん
が
、
細
胞
の
場
合
、

中
に
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
た
ら
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、

車
は
乗
っ
て
い
た
ら
古
く
な

り
ま
す
が
、
今
日
は
ハ
ン
ド

ル
、
明
日
は
ア
ク
セ
ル
…
と

い
う
よ
う
に
毎
日
少
し
ず
つ

部
品
を
替
え
て
い
っ
た
ら
、

何
十
日
か
し
た
ら
、
新
車
み

た
い
に
な
り
ま
す
。
細
胞
は

そ
れ
を
勝
手
に
や
っ
て
く
れ

る
ん
で
す
。
入
れ
替
わ
ら
な

い
と
病
気
に
な
り
ま
す
し
、

年
を
取
る
と
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ

ー
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

髙　

歳
を
と
る
と
オ
ー
ト
フ

ァ
ジ
ー
の
作
用
が
低
下
す
る

よ
う
で
す
。
病
気
を
防
ぐ
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
の
老
化

や
寿
命
に
も
関
わ
っ
て
い
そ

う
で
す
ね
。

春　

我
田
引
水
や
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
我
々
の
芸
も
ね
、
絶

え
ず
変
わ
っ
て
な
い
と
。
何

事
も
停
滞
し
た
ら
あ
き
ま
せ

ん
ね
。

十
二
月
席
の
一
コ
マ

鼎
談
／「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
な
落
語

　
　
〜
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
の
仕
組
み
〜
」

　
　
　
吉
森
保
　
高
島
幸
次
　
桂
春
之
輔

御
来
場
御
礼

「
大
阪
の
恩
人
」五
代
友
厚
に

ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
大
阪
の
恩
人
」五
代
友
厚
に

ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
大
阪
の
恩
人
」五
代
友
厚
に

ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

四代目春團治襲名記念!

手塚治虫が手がけた

二代目春團治興行ポスター

を特別展示します。
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大
阪
市
立
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究

所
で
は
、
大
阪
新
美
術
館
建
設
準

備
室
と
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
「
日
常

の
視
点
か
ら
都
市
の
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
る
」。
中
之
島
を
舞
台
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
学
生
た

ち
が
気
に
な
っ
た
建
築
物
や
景
観

を
ツ
ア
ー
に
し
て
紹
介
す
る
。

　

３
回
の
授
業
を
終
え
て
、
い
よ

い
よ
そ
の
ツ
ア
ー
が
３
月
９
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
。
全
４
コ
ー

ス
あ
り
、
定
番
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス

も
あ
れ
ば
、
中
之
島
の
謎
を
発
見

す
る
趣
向
の
コ
ー
ス
、
建
築
を
ス

イ
ー
ツ
に
見
立
て
た
り
、
歴
史
を

訪
ね
る
コ
ー
ス
も
あ
る
。

　

実
は
こ
の
授
業
の
第
３
回
目
に
、

月
刊
島
民
プ
レ
ス
も
参
加
し
た
。

学
生
た
ち
は
中
之
島
ビ
ギ
ナ
ー
で

あ
る
ぶ
ん
、
発
想
も
視
点
も
自
由
。

街
を
よ
く
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
自
分
と
異
な
る
見
方
は
新
鮮

に
感
じ
ら
れ
る
は
ず
。
誰
で
も
参

加
で
き
る
の
で
、
学
生
と
一
緒
に

中
之
島
を
歩
い
て
み
て
は
。

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１８年２月１日発行

大阪の恩人『五代友厚スタンプラリー』2018
期間／２月８日（木）～14日（水）まで
大阪企業家ミュージアムと大阪取引所にてシートを配布。
記念品は先着1,000名様にプレゼント。
休館日／
大阪取引所OSEギャラリー 10日（土）～12日（月・休）
大阪企業家ミュージアム 11日（日・祝）～12日（月・休）
☎06-4964-7601（大阪企業家ミュージアム）
その他関連イベントなど、
詳しくはhttp://www.kigyoka.jp/

中之島あるき建築・まちなみのデザイン再発見ツアー
日時／3月9日（金）1:30PM～（4:30PM頃終了予定）
集合場所／国立国際美術館メインエントランス前広場
参加費／無料　
申し込み／氏名・年齢・住所・電話番号・希望コースを記入し、下記宛先
まで往復ハガキ、FAX、メールのいずれかで申し込みを。〒553-0005 
大阪市福島区野田1-1-86-8F　大阪新美術館建設準備室内「中之
島まちあるき」係　FAX.06-6469-3897　shinbi@city.osaka.lg.jp
問い合わせ／☎06-6469-5189　◎コースの詳細は大阪市立デザイ
ン教育研究所のフェイスブックより。https://www.facebook.
com/2018nakanoshimaOMCD/

　

朝
ド
ラ
を
火
付
け
役
に
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
た
、
明
治
の
偉
人
・

五
代
友
厚
。
２
月
１２
日
の
誕
生
日

に
ち
な
み
、８
日（
木
）〜
１４
日（
水
）

ま
で
の
“
五
代
友
厚 

生
誕
記
念
無

料
ウ
ィ
ー
ク
”
中
、
五
代
と
ゆ
か

り
の
深
い
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
大
阪
取
引
所
Ｏ
Ｓ
Ｅ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
開

催
さ
れ
る
。

　

大
阪
商
法
会
議
所
（
現
在
の
大

阪
商
工
会
議
所
）
を
創
設
し
初
代

会
頭
を
務
め
た
五
代
は
、
大
阪
株

式
取
引
所
（
現
在
の
大
阪
取
引
所
）

の
設
立
発
起
人
と
い
う
顔
も
持
っ

て
い
た
。
大
阪
経
済
の
近
代
化
の

立
役
者
が
、
ど
の
よ
う
な
功
績
を

収
め
た
の
か
、
当
時
の
大
阪
は
ど

の
よ
う
な
様
子

だ
っ
た
の
か
を

知
っ
て
も
ら
う

べ
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
期
間

中
無
料
で
見
学

Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
。

ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
回
り
な
が
ら
、

五
代
そ
の
人
に
迫
ろ
う
。

　

２
施
設
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

人
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
３
枚
組
を
進
呈
。
先
着
な
の
で

お
早
め
に
。（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

学
生
た
ち
が「
発
見
」し
た
中
之
島
を

一
緒
に
歩
い
て
み
よ
う
！

学
生
た
ち
が「
発
見
」し
た
中
之
島
を

一
緒
に
歩
い
て
み
よ
う
！

学
生
た
ち
が「
発
見
」し
た
中
之
島
を

一
緒
に
歩
い
て
み
よ
う
！

　２０１７年は「インスタ映
え」という言葉が流行し、
大人から子どもまでキレイ
に撮った食べ物や風景の
写真を「インスタグラム」に
アップし、話題になりまし
た。昨年は、うちもインスタ映えにチャレ

ンジしてみました！
　もちろんテーマは
「中之島エリアを
颯爽と走るアクアラ
イナー」。私たちに
とっては日常風景
かもしれませんが、
お客さまにとっては
「いいね」。調子に
乗って、キレイに撮
れる時間帯やアン
グ ル を 模 索 する
日々です。
　さて、今回ご紹
介する「観梅クルー
ジング」は、大阪城

公園の梅を見に来るお客様に向けて用意
した特別なクルーズ。アクアライナーは写
真が撮りやすい大きな窓になっていて、
船内からの撮
影にもうって
つけなんです。
カメラいっぱ
いに撮った梅
のデータをチェックしながら、クルーズも
楽しむというのはいかがですか？インスタ
映えする写真が撮れたら、ぜひ私たちに
見せてくださいね！

「アクアライナー＆
大阪キャッスルホテル・観梅プラン」
料金：大人3,000円（乗船料＋観梅特別ランチ）　
運航期間：2月17日（土）～3月11日（日）
乗船港：大阪城港または八軒家浜船着場

大阪水上バスの
クルーズ歳時記

クルー
が毎月

綴ります

☎06-6942-5511

http://suijo-bus.osaka/

アクアライナー　観梅

大阪水上バス
企画宣伝部
岸田俊徳さん

今月のオススメ

アクアライナー
 「観梅クルージング」

「
大
阪
の
恩
人
」五
代
友
厚
に

ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
大
阪
の
恩
人
」五
代
友
厚
に

ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
大
阪
の
恩
人
」五
代
友
厚
に

ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
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パ
ン
職
人
の
朝
は
早
い
で
す
よ
。
う
ち
は
午

前
3
時
に
厨
房
に
入
り
、
午
前
7
時
の
開
店
時

に
第
１
弾
の
パ
ン
た
ち
が
出
揃
い
ま
す
。

開
店
後
も
午
前
9
時
ま
で
ひ
た
す
ら
焼
き

続
け
、一
段
落
し
て
翌
日
の
仕
込
み
が
ス
タ
ー
ト
。

朝
ご
は
ん
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
逆
算
し
た
ら
、

そ
ん
な
サ
イ
ク
ル
に
な
り
ま
す
ね
。
冬
の
朝
は

ま
だ
真
っ
暗
で
、
寒
さ
も
こ
た
え
ま
す
が
（
笑
）

　

も
と
も
と
桃
山
台
駅
近
く
に
本
店
、
阪
急
箕

面
駅
前
に
３
号
店
が
あ
り
、
同
じ
箕
面
に
あ
っ

た
２
号
店
が
中
之
島
に
移
転
し
た
形
で
す
。
パ

ン
職
人
に
な
り
た
く
て
沖
縄
か
ら
大
阪
へ
や
っ

て
来
た
時
も
、
や
は
り
大
都
会
は
進
ん
で
い
る

な
と
感
動
し
た
の
で
す
が
、
同
じ
大
阪
で
も
北

摂
エ
リ
ア
と
中
之
島
は
雰
囲
気
が
ま
っ
た
く
違

う
ん
で
す
ね
。
お
客
さ
ん
の
層
も
違
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
北
摂
の
有
名
な
パ
ン
店
が
い
く
つ

か
大
阪
の
中
心
部
に
進
出
し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン

グ
も
あ
り
、
グ
ル
メ
な
お
客
さ
ん
に
う
ち
の
パ

ン
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
、
不
安
な
部
分

も
あ
り
ま
し
た
。
本
店
で
人
気
の
定
番
商
品
を

始
め
、
全
体
的
に
素
材
を
見
直
し
た
り
、
あ
れ

こ
れ
試
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ひ
と
回
り
小

ぶ
り
に
作
り
直
し
て
み

た
り
、
新
商
品
を
考
え

た
り
…
。「
は
じ
め
ま

し
て
」
の
つ
も
り
で
、

準
備
中
は
試
行
錯
誤
ば

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。
ピーク時なら40種類以上のパンが並ぶ。おすすめは石うすバ
ゲット（302円・ハーフ151円）や、くるみとゴルゴンゾーラのカ
ンパーニュ（大540円・小248円）。甘い「ダノワーズ」（237
円）やピザ（270円）などは、小ぶりサイズに甘えてあれもこれも
トレイに載せてしまうのでご注意。イートイン席は、クイックラン
チやコーヒーブレイクに重宝する。
☎06-4706-0202　7:00AM～8:00PM

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

か
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
人
気
だ
っ
た
商
品
が
中
之
島
で
も

人
気
で
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
た
だ
、
バ
ゲ
ッ

ト
や
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
い
っ
た
食
事
に
合
わ
せ

る
ハ
ー
ド
系
パ
ン
よ
り
も
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や

デ
ニ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
パ
ン
が
よ
く
出
る
の
は

新
発
見
。
確
か
に
、
忙
し
い
お
昼
に
さ
さ
っ
と

食
べ
よ
う
と
思
う
と
、
そ
う
い
う
チ
ョ
イ
ス
に

な
り
ま
す
よ
ね
。
新
し
い
環
境
に
合
わ
せ
て
作

り
手
も
考
え
方
を
変
え
な
く
て
は
、
と
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
店
内
に
置
い
た
石
臼
で
小
麦
を

製
粉
し
て
作
っ
た
「
石
う
す
バ
ゲ
ッ
ト
」
や
「
く

る
み
と
ゴ
ル
ゴ
ン
ゾ
ー
ラ
の
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」

な
ど
は
昔
か
ら
フ
ァ
ン

の
方
が
多
く
、
私
自
身

も
大
好
き
な
自
信
作
で

す
。
作
り
方
や
素
材
が

シ
ン
プ
ル
だ
か
ら
こ
そ
、

温
度
や
発
酵
時
間
の
調

節
、
ち
ょ
っ
と
し
た
一

手
間
で
パ
ン
屋
の
個
性

が
に
じ
み
出
て
き
ま
す
。

移
転
し
た
後
も
、
遠
方

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に

来
て
く
だ
さ
る
の
は
嬉

し
い
で
す
ね
。
ち
ょ
っ

と
い
い
ワ
イ
ン
や
チ
ー

ズ
が
手
に
入
っ
た
ら
、

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
日
も

経
ち
、
も
っ
と
新
し
い

お
客
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た

い
と
い
う
の
が
本
音
。
な
か
な
か
厨
房
か
ら
出

る
時
間
が
な
い
の
で
す
が
、
お
客
さ
ん
の
表
情

か
ら
ひ
ら
め
き
、
試
作
品
が
で
き
る
こ
と
も
あ

る
の
で
。
最
近
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
バ
ン
ズ
に

興
味
津
々
な
ん
で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
は
、
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
は
お
好
き
で
す
か
？

 「
は
じ
め
ま
し
て
の
つ
も
り
で
、

試
行
錯
誤
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
」

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.20

島民に合うパンの味を日々 考える

  ［B
ブ ー ラ ン ジ ェ リ ー

oulangerie a
ア ・ ビ ア ン ト

bientôt］中之島店 副店長

恩
お ん な

納正汰さん

Information from Boulangerie a bientôt 中之島店［中之島フェスティバルタワー・ウエストB1階］
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪特急プレミアムカー／京阪シティモール／京阪モール／パナンテ京阪天満橋／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／
CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店
舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンタ
ーロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病
院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニア
カフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

最新号の発行と同時に、ひとつ前の号がweb上で閲覧できるようになります。創刊号から見たい方はこちらから。https://nakanoshima-daigaku.net/about/tomin/

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーが見られます。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0047 大阪市北区西天満2-6-8 堂島ビルヂング602号
TEL.06-6484-9677　FAX.06-6484-9678
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告「もしも」に備える。
公園でのんびり、電車の中、船の上、ビルで仕事中、コンサートの真っ最中…。
こんなときどうする? 中之島で進められつつある地震や水害への災害対策。

●『月刊島民』vol.116は2018年3月１日発行です!
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御
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三
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京
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（
京
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三
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出町柳駅

大津線
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東西線

（
京
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線
）

（
石
山
坂
本
線
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石山寺駅

湖の見える街・滋賀県大津をめぐる電車に乗って、
ついカメラを向けたくなる場所へ、さあ出発！
目を見はる出会いがいっぱいの旅、
くわしくはw e b へどうぞ。

（おけいはん）

2018月刊島民（2月）表４


